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よ
う
や
く
、
こ
の
佐
倉
市
で
も
新
型
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
予
約
受
付
で
は
、
一
斉
に
予
約
が
開
始

さ
れ
、
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
集
中
し
、

市
民
の
皆
さ
ま
方
に
は
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
て

お
り
ま
す
。
予
約
受
付
に
関
し
て
は
、
行
政
も

皆
さ
ま
の
声
を
聞
き
、
改
善
を
図
っ
て
お
り
ま

す
。
６
月
末
ま
で
に
は
、
十
分
な
ワ
ク
チ
ン
が

供
給
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
す
の
で
、
ご
理
解
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
ひ
ま
わ
り
会
発
足
か
ら
１０
年
。
ま
た
、

皆
さ
ま
の
お
か
げ
で
市
議
と
な
り
、
２
年
が
経

ち
ま
し
た
。
議
員
と
な
り
、
今
ま
で
は
気
付
か

な
か
っ
た
議
会
に
お
け
る
一
議
員
と
し
て
の
新

た
な
課
題
も
見
え
て
き
ま
し
た
。
残
り
２
年
と

な
り
ま
し
た
議
員
生
活
に
、
今
ま
で
以
上
に
皆

さ
ま
の
声
を
政
策
と
し
て
提
案
し
、
少
し
で
も

皆
さ
ま
の
声
を
行
政
に
反
映
で
き
る
よ
う
力
を

尽
く
す
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。
変
わ
ら
ぬ
ご
支

援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

議
員
報
酬
削
減
に
関
し
て
は
、
議
会
で
の
賛

同
が
得
ら
れ
ま
せ
ん
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

市
税
収
入
は
、
前
年
度
比
約
１４
億
円
（
5.8
％
）

減
と
な
り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
が
懸
念
さ

れ
ま
す
。
大
海
の
一
滴
に
す
ぎ
ま
せ
ん
が
、
昨

年
に
引
き
続
き
、
令
和
２
年
度
政
務
活
動
費
４３

万
円
を
全
額
返
納
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

宇
田
み
お
こ 
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令和３年２月議会 宇田みおこ関連質問より（宇田みおこ HPで録画配信中） 

上別所廃棄物の山 県が産廃認定 市独自の対応を求める 

 

 

市民のために仕事をするクリエイティブな地方自治の思

想と実践が必要。なぜ、佐倉市快適な生活環境に支障となる迷

惑行為の防止に関する条例を改正し適用しないのか？ 

目的 第 1 条、市民の快適な生活環境に支障となる不快な迷惑行

為の防止に関し必要な事項を定め、市、市民及び事業者の責務を明ら

かにするとともに、これらの者が協働して市民の快適な生活環境の

確保及びまちの美観の保持に努め、もって健康的で清潔なまちづく

りを実現することを目的とする。第 15条、土地の適正な管理業務、

第 2項、何人も、自ら所有し、占有し、又は管理する土地又は建物若

しくは工作物にたい積し、又は蓄蔵した廃棄物が周 辺の市民に不快

感、不安感等を与えないよう適正に管理しなければならない。第 3

項、市長は、土地の所有者、占有者又は管理者が前 2 項の規定に違

反していると認めるときは、当該土地所有者等に対し不適正な管理

の是正を要請することができる。 と定めている。 

地方自治体の責務として佐倉市民を守るために、上記条例

を改正し、市長が上別所の土地所有者に対し不適正な管理の是

正を要請することが妥当である。地方自治の本旨の意義と、 法

律と条例の関係についての考えを踏まえた上での考えを問う。 

地方公共団体の重要な機能の一つが条例の制定権である。条例と

は、地方公共団体がその自治権に基づいて、その区域内の一定の事務

に関する定めをする自主的立法である。条例制定権の根拠は、日本国

憲法第 94条 地方公共団体は、その財産を管理し、事務を処理し、

及び行政を執行する権能を有し、法律の範囲内で条例を制定するこ

とができる。とある。 

 

地方自治法第 14 条 普通地方公共団体は、法令に違反しない限り

において第 2条第 2項の事務に関し、条例を制定することができる。

また、国の法令で空白とされている事項で規制しようとする事項が

地方公共団体の事務に属するものであること及び憲法の基本原理と

する基本的人権の保障や公共の福祉の要請に反しないと認められて

いるものについて定める場合、その事項、対象が国の法令と同じで

あっても、その目的が国の法令と異なる場合、その目的が国の法令と

同じであっても、その事項、対象を異にする場合には、条例を制定す

ることは妨げられない。とある。 

市長答弁 地方公共団体は、組織及び運営に関する事項を憲法

により保障されており、その自治による自主性の一つに自主立法権

を有しているため、地方独自の政策課題に取り組むために条例を制

定できるとされているが、廃棄物に係る事務は県所属事務であり、現

在千葉県が行政処分による指導を行っていることから、 市の条例を

改正して適用するのではなく、法の枠組みに従って県と市の相互の

役割分担に即して連携を図り、解決に向けて対応してまいりたい。 

 

廃掃法とこの市条例では、その目的が違う。既にあるこの

条例を改正して対処しなければ、「行徳富士」の二の舞を踏むこ

とになる。私たちの佐倉市は私たちで守らなければならない。 

 
*行徳富士…市川市の「産廃と残土の山」は、1980 年代から現在まで放

置されたまま。行徳の中で標高値が一番高く、皮肉をこめ呼ばれている。 
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議
案
１７
号 

宇
田
賛
成 

 
 

可
決 

 

職
員
の
分
限
に
関
す
る
条
例
改
正 

      
心
身
の
故
障
を
原
因
と
し
た
職
員
の

休
職
期
間
は
、
最
長
３
年
間
。「
６
か
月

を
超
え
て
」
復
職
し
た
後
、
同
一
の
傷

病
で
休
職
す
る
必
要
が
生
じ
た
時
は
、

さ
ら
に
休
職
期
間
が
３
年
間
延
長
さ
れ

る
事
例
が
あ
る
。
こ
れ
を
「
１
年
を
超

え
て
」
に
改
正
す
る
も
の
。
ま
た
、
復

職
し
た
後
、
同
一
の
傷
病
で
休
職
す
る

必
要
が
、
再
度
生
じ
た
時
は
、
さ
ら
に

休
職
期
間
が
３
年
間
延
長
さ
れ
る
。
う

つ
病
な
ど
メ
ン
タ
ル
の
場
合
に
は
、
復

帰
後
に
休
職
を
繰
り
返
す
事
例
が
社
会

問
題
に
な
っ
て
い
る
。
休
職
者
が
体
調

を
十
分
に
回
復
す
る
期
間
を
設
け
る
こ

と
で
安
易
な
復
職
を
繰
り
返
す
こ
と
を

防
ぐ
こ
と
が
、可
能
と
な
る
と
考
え
る
。 

 

議
員
発
議
案
第
３
号 

宇
田
賛
成 

 
 

可
決 

 

令
和
３
年
度
議
員
政
務
活
動
費
を 

一
人
当
り
１０
万
円
減
額
（
３
８
万
円
） 

      
政
務
活
動
費
は
、
議
員
活
動
に
は
必

要
不
可
欠
で
が
、
議
員
報
酬
減
額
の
賛

同
が
得
ら
れ
な
い
現
議
会
の
実
情
を
踏

ま
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
の
た

め
の
財
源
確
保
が
優
先
で
あ
る
。 

 

議
員
発
議
案
第
４
号 

宇
田
反
対 

 
 

可
決 

 

議
員
発
議
第
３
号
等
の
議
会
費
削
減

で
生
じ
た
財
源
を
飲
食
店
経
営
継
続
に

資
す
る
施
策
等
に
充
て
る
と
し
た
決
議 

      
既
に
国
か
ら
援
助
を
受
け
て
い
る
飲

食
店
。
国
か
ら
援
助
の
な
い
業
種
、
生

活
が
困
窮
し
て
い
る
市
民
へ
の
施
策
に

つ
い
て
の
言
及
が
な
い
た
め
反
対
。 

 

議
員
発
議
６
号 

 

 

宇
田
賛
成 

 
 

否
決 

 

学
校
等
で
の
PCR
検
査
体
制
等
の
早
期

構
築
を
求
め
る
も
の 

      
保
健
所
業
務
が
逼
迫
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
学
校
等
が
保
健
所
を
通
さ

ず
、
直
接
民
間
医
療
機
関
等
に
ＰＣＲ
検
査 

 

 

藤崎 宇田 高橋 稲田 玉城

市長議案
第17号

職員の分限に関する条例の改正 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 × 〇

市長議案
第30号

契約（新佐倉図書館敷地内障害物撤去） 〇 〇 〇 〇 × × 〇 × 〇 × 〇

議員発議
第３号

議員政務活動費減額 〇 〇 〇 〇 棄 棄 〇 〇 〇 棄 〇

議員発議
第４号

政務活動費減額分等を飲食店等へ 〇 〇 〇 〇 棄 棄 〇 × 〇 棄 〇

議員発議
第６号

学校等でのPCR検査体制等の早期構築 × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和３年２月定例会　議案　賛否一覧　　（敬称略）

市民オンブズひ

まわり（2）結
果議　　案　　名

さくら

会

（10）

公明党

（4）

自民

さくら

（4）

市民

ネット

（3）

共産党

（2）

会派に属さない議員（3）

自
戒
の
念
を
込
め
て 

「
和
を
も
っ
て
尊
し
と
な
し
」
の
真
の
意
味 
  

      

1400
年
以
上
前
に
聖
徳
太
子
が
定
め
た
と
さ
れ
る
「
十
七
条
の
憲
法
」

の
一
番
有
名
な
第
一
条
の
冒
頭
で
す
。「
十
七
条
憲
法
」
は
、
役
人
が
守

る
べ
き
こ
と
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
世
の
中
に
は
人
間
関
係
が
う
ま

く
い
か
な
い
こ
と
も
あ
る
け
れ
ど
も
、
身
分
の
上
下
に
関
わ
ら
ず
皆
で

議
論
を
す
れ
ば
、
自
然
と
物
事
は
う
ま
く
進
ん
で
い
く
と
「
和 

や
わ

ら
ぐ
」
の
大
切
さ
を
説
い
て
い
ま
す
。
誤
解
さ
れ
が
ち
で
す
が
、
決
し

て
「
み
ん
な
で
仲
良
く
し
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
意
味
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

「
争
い
を
避
け
る
た
め
に
発
言
し
な
い
、
長
い
も
の
に
巻
か
れ
ろ
・
空

気
を
読
め
・
多
数
が
善
で
少
数
が
悪
・
誰
か
強
い
人
の
意
見
に
従
う
」

の
で
は
な
く
、
道
理
を
通
し
て
よ
り
良
い
方
法
を
選
ぶ
た
め
に
、
み
ん

な
で
議
論
し
て
納
得
で
き
る
方
法
を
見
つ
け
な
さ
い
。
道
理
に
従
い
、

納
得
行
く
ま
で
義
論
し
ろ
と
説
い
て
い
る
の
で
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

佐
倉
市
議
会
に
は
、
佐
倉
市
議
会
基
本
条
例
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
前

文
に
、「
議
会
及
び
議
員
は
、
積
極
的
な
情
報
公
開
を
通
じ
て
市
民
へ
の

説
明
責
任
を
果
た
し
、
市
民
参
加
に
よ
る
多
様
な
意
見
を
聴
い
た
上
で
、

公
平
、
公
正
か
つ
透
明
な
議
会
運
営
の
下
、
議
員
間
の
自
由
闊
か
つ
達

な
討
議
を
通
じ
て
論
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
り
政
策
立
案
や
政

策
提
言
を
行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
あ
り
ま
す
。 

 

石
が
流
れ
て
木
の
葉
が
沈
ん
で
は
、
な
ら
な
い
の
で
す
。 

自
衛
隊
に
関
し
て
は
、
い
ろ
い
ろ

な
お
考
え
の
方
が
お
ら
れ
る
こ
と

は
承
知
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
東
関
東
大
震
災
を
始
め
、
一

昨
年
の
大
雨
災
害
時
等
の
体
験
か

ら
、
今
後
は
自
衛
隊
の
方
々
の
お
力

が
更
に
必
要
と
な
る
と
、
強
く
感
じ

て
お
り
ま
す
。 

女
性
な
ら
で
は
の

視
点
で
、
皆
さ
ま
の
声
を
お
伝
え
し

て
い
き
ま
す
。
今
後
と
も
ご
指
導
、

ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

私
事
で
す
が…

 

母
（
関 

秀 

講
道
館
女
子

柔
道
８
段
）
が
、
こ
の
度
千
葉
県

か
ら
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞
を
頂
き

ま
し
た
。
長
年
お
支
え
下
さ
い

ま
し
た
皆
さ
ま
に
、
心
か
ら
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

令
和
３
年
度
議
会 

宇
田
み
お
こ
所
属
委
員
会
他 

       

  

      
文
教
福
祉
常
任
委
員
、
議
会
運
営
員
委
員
、
都
市
計
画
審
議
委
員 

      
会
派
名
「
ひ
ま
わ
り
会
と
市
民
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
」
に
変
更
致
し
ま
す
。 

 

      
新
佐
倉
図
書
館
建
設
敷
地
内

の
障
害
物 

旧
印
旛
庁
舎
の
無

線
塔
コ
ン
ク
リ
ー
ト
基
礎 

 

 

等
を
依
頼
し
、
後
日
国
か
ら
全

額
費
用
が
清
算
さ
れ
る
仕
組
み

の
構
築
が
必
要
で
あ
る
。 

 

新

佐

倉

図

書

館

建

設

工

事 
 
 
 
 
 
 

敷
地
内
障
害
物
撤
去 

約
８
６
０
万
円
追
加 

 
 

 
 

議
案
第
３０
号 

 

宇
田
反
対 

 
 

可
決 

 

      
令
和
２
年
１１
月
議
会
で
契
約
議
案
が
、
可
決
さ
れ
た
ば
か
り
で
あ

る
。
敷
地
内
に
旧
印
旛
庁
舎
の
無
線
塔
コ
ン
ク
リ
ー
ト
基
礎
が
発
見

さ
れ
た
た
め
、
撤
去
の
必
要
が
生
じ
た
た
め
と
の
説
明
を
受
け
た
。 

 

知
ら
な
か
っ
た
で
済
ま
し
て
良
い
問
題
で
は
な
い
と
判
断
し
た
。 

 

      
予
算
編
成
過
程
で
の
問
題
点 

開
か
れ
た
市
政
実
現
・
透
明
性
確

保
の
た
め
に
は
、
市
㏋
上
の
意
見
公
募
実
施
だ
け
で
は
不
十
分
。 

以
前
実
施
の
市
民
向
け
当
初
予
算
説
明
会
開
催
等
検
討
を
求
め
る
。 

 

      
市
税
収
入
１
４
億
円
減 

行
政
サ
ー
ビ
ス
・
行
政
水
準
を
守
る
こ

と
が
困
難
な
状
況
に
な
る
こ
と
を
懸
念
。
職
員
の
地
域
手
当
の
見
直

し
等
、
経
常
的
経
費
の
更
な
る
削
減
を
求
め
る
。 

       
財
政
調
整
基
金
の
確
保 

令
和
２
年
度
約
４０
億
円 

令
和
３
年

度
見
込
み
約
２７
億
円 

財
政
調
整
基
金
の
適
正
額
は
、
財
政
標
準
規

模
の
１
０
％
。
佐
倉
市
の
令
和
元
年
度
財
政
標
準
規
模
約
300
億
円
。 

 

      
議
長
車
廃
止 

稼
働
率
の
低
い
、
黒
塗
り
専
用
公
用
車
は
不
要
。 

 

      
庁
用
車
の
適
正
台
数
見
直
し 

庁
用
車
稼
働
率
約
70
％
妥
当
か
。 

 

      
公
園
遊
具
使
え
ず 

子
ど
も
た
ち
の
遊
び
場
が
な
い 

新
型
コ
ロ

ナ
で
、
子
ど
も
た
ち
も
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
い
る
。
早
急
な
対
応
を
。 

 

      
職
員
研
修
・
働
き
方
改
革
推
進 

基
本
の
挨
拶
が
で
き
な
い
、
働

き
改
革
の
推
進
に
努
め
、
時
間
外
勤
務
手
当
等
の
削
減
を
求
め
る
。 

 

      

PCR
検
査
等
拡
充
・
指
導
等
の
徹
底 

高
齢
者
施
設
・
学
校
等
で
の

ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
を
抑
え
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
作
り
を
求
め
る
。 

 

      
定
住
人
口
促
進 

近
居
・
同
居
住
み
替
え
支
援
事
業
補
助
金
等
の

１
件
当
た
り
の
補
助
金
の
減
額
に
つ
い
て
、
見
直
し
を
求
め
る
。 

   

令
和
３
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算 

４
７
５
億
２
、
５
８
６
万
円 

（
前
年
度
比
約
４０
億
円
減 

＊
市
民
一
人
当
た
り
約
２
万
３
千
円
減
）） 

 
予
算
審
査
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
昨
年
に
引
き
続
き
予
算
委

員
の
一
人
と
し
て
会
派
を
代
表
し
て
審
議
に
あ
た
っ
た
。
意
見
を
一

部
抜
粋
す
る
。
＊
詳
細
は
、
佐
倉
市
議
会
㏋
に
て
ご
確
認
下
さ
い
。 

女
性
初
の
佐
倉
市
自
衛
隊

協
力
会
理
事
と
し
て 

 

       

  


